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令矛－－４年度 （令和３年８月 １日～令和４年７月 ３１日）

　

１， スキー等に関する調査・研究

　　　

スキー傷害調査を全国スキー安全協議会と協力 して実施し、 その調査結果は「スキ

　　

ー場傷害報告書」 として公表されている。

　　　

その他、 スキーヤー意識調査などの調査研究を行なった。

　

２． スキーに関する検定会・講習会等の開催

　　　

スキ」に関する検定会、 講習会、 研修会には、 当法人が直接開催するもの （直轄事

　　

業） と当法人が各加盟団体に委託して行ったものがある。

　　　

まず当法人が直接開催したものは次のとおりである。

　　　　

※公益財団法人全日本スキー連盟（略称ＳＡＪ、 以下 「ＳＡＪ」 という。）

　　　　

※国際スキー・スノーボー ド連盟（略称 Ｆ工Ｓ、 以 下 「Ｆ工Ｓ」 と いう。 ）

　　　

教育本部関係

　　　

Ａ

　

各 種検 定会

　　　

（１） スキー指導員検定会 （第１～５会場）

　　　

（２） スキーＡ級検定員検定会 （第１～５会場）

　　　

（３） スノ」ボー ドＡ級検定員検定会

　　　

（４） スキーパ トロ ール 検 定会 （第 １～２会 場）

　　　

（５） スノ」ボー ド指導員検定会 （第１～２会場）

　　　

（６） クロスカントリレスキー指導員検定会 （第１～２会場）

　　　

（７） クロスカントリースキー検定員検定会 （第１～２会場）

　　　

Ｂ 各種研修会・講習会等

　　　

（１） ナ ショ ナルデモ ンス トレーター合宿 （２回）

　　　

（２） Ｓ ＡＪデモ ンス ト レー ター合 宿 （２回）

　　　

（３） ス キ」 中央研修会

　　　

（４） スキー技術員研修会

　　　　　　　　

（北海道、 東北、 北関東、 南関東１、 南関東２、 甲信越、 東海・北陸、 近畿、 西日本）

（５） 公認スキー学校主任教師研修会 （第１～６会場）

（６） スキー大学 （第１～３会場） （第１会場実施、 第２、 第３会場中止）

（７） トータ ルスノ ー ボー ディ ン グフェスティ バ ル中止

（８） ナ ショナ ルスノ ー ボー ドデモ ンス トレ」夕 」 合宿 （２回）

（９）

　

ＳＡＪス ノー ボー ドデモ ンス ト レーター 合宿 （２回）
（１０） スキーパトロール中央研修会

（１１）

　

ス キーパ トロ ー ル 技術員研修会

（北海道、 東北、 北関東、 南関東、 甲信越、 東海・北陸、 近畿、 西日本）

（１２）

　

スキーパトロール総会・研修会 （東日本会場） 中止

（１３）

　

スキーパトロール研修会 （西日本会場）

　

中止

（１４） スノーボー ド中央研修会

（１５）

　

スノーボー ド技術員研修会

　　　

（北海道、 東北、 北関東、 南関東、 甲信越、 東海・北陸、 近畿、 西日本）



（１６） ク ロスカ ン トリ」 ス キ」指導者研 修会 （第 １～２会場）
（１７） ク ロスカ ン トリース キー検 定員クリ ニ ック （第 １～２会 場）

（１８） 全日本スキ」技術選ジャッジ候補者研修会
（１９） 全日本スノ」ボー ド技術選ジャッジ候補者研修会

競技本部関係
Ａ

　

各種検定会

（１）Ｆ工Ｓ・ＳＡＪ飛型審判員検定会

　

（今年度は実施なし）

（２）ＦＩＳ・ＳＡＪジャンプ技術代表検定会

（３） Ｆ工Ｓ・ＳＡＪコンパインド技術代表検定会

　

（今年度は実施なし）

（４）Ｆ酪・ＳＡＪクロスカントリー技術代表検定会

（５） 計算員検定会
（６）Ｆ服・Ｓ^Ｊアルペン技術代表検定会

（７） アルペ ンセ ッタ ー検 定会

（８） ＦＩＳ・ＳＡＪフリースタイル審判員検定会
（９） ＦＩＳ・ＳＡＪフリースタイル技術代表検定会

（１０）ＦＩＳ・ＳＡＪスノーボ」 ド審判員検定会

（１１）Ｆ工Ｓ・ＳＡＪスノーボー ド技術代表検定会

（１２） スノ ー ボー ドセ ッタ ー検 定会

　

ＧＩ：－止）

（１３） 公認スポーツ指導者制度専門科目検定会

Ｂ 各種研修会・講習会等
（１）ＦＩＳ・ＳＡＪ飛型審判員研修会

（２）ＦＩＳ・Ｓ^Ｊジャンプ技術代表研修会

（３） ＦＩＳ・ＳＡＪコンパイ ンド技術代表研修会

　

（今年度は実施なし）

（４）ＦＩＳ・ＳＡＪクロスカントリー技術代表研修会

（５） 計算員研修会
（６）Ｆ工Ｓ・ＳＡＪアルペン技術代表研修会

（７） アルペンセッター研修会

（８） Ｆ服・ＳＡＪフリースタイル審判員研修会

（９） ＦＩＳ・ＳＡＪフリースタイル技術代表研修会

（１０）Ｆ工Ｓ・ＳＡＪスノーボー ド審判員研修会

（１１） Ｆ服・Ｓ^ Ｊスノーボー ド技術代表研修会

（１２） スノ ー ボー ドセ ッタ ー研 修会

（１３） 公認スポーツ指導者制度更新研修会

　

（今年度は実施なし）
（１４） ドーピング防止研修会

（１５） インテグリティ研修会

　

（今年度実施なし）

（１６） ＳＡＪク ロスカ ン トリー コー チ ングウェ ビナー （中止）

（１７） フリースタイルスキー普及育成講習会 （中止）

３． スキー等に関する検定会・講習会等をこの法人に所属する加盟団体、 所属団体、 ス

　

キ」学校等に委託して開催したもの

　

教育本部関係

　　

（１） スキー準指導員検定会

　　

（２） スノーボー ド準指導員検定会



　　

（３） スキーＢ・Ｃ級検定員検定会

　　

（４） 生涯ス キーリ ー ダ」検 定会

　　

（５） スキーバ ッ ジテ ス ト

　　

（６） スノ 」 ボ」 ドバ ッ ジテ ス ト

　　

（７） クロスカ ン トリ ー ス キーバ ッ ジテス ト

　　

（８） スキー指導者研修会

　　

（９）

　

スノーボー ド指導者研修会

　　

（１０） ス キーパ トロール 研修 会

　

競技本部関係

　　

（１） 旗門審判員講習検定会・研修会

　　

（２） Ｂ・Ｃ級飛型審判員講習検定会・研修会

　　

（３） ア ルペ ンＢ級セ ッタ ー検 定会 ・セ ッタ ー 研修 会

　　

（４） アルペン技術代表研修会

　　

（５） フリースタイル審判員研修会

４， スキー等に関する指導者及び公認資格者の養成及び認定

　　

（１） 競技スキー功労者

　　

（２） 競技技術指導員

　　

（３） 競技運営指導員

　　

（４）

　

ＳＡＪ技術代表 （ＴＤ）

　

（５）

　

ＳＡＪＡ級飛型審判員

　

（６）

　

ＳＡＪＢ級飛型審判員

　

（７）

　

ＳＡＪＣ級飛型審判員

　

（８）

　

Ｆ工Ｓフリースタイル審判員

　　

（９）

　

ＳＡＪフリ ースタイ ル 審判員

　　

（１０）

　

Ｆ工Ｓスノ」ボ」 ド審判員

　

（１１）

　

ＳＡＪスノーボー ド審判員

　　

（１２） アルペ ンＡ級セ ッタ ー

　

（１３） アルペ ンＢ級セ ッタ ー

　　

（１４） 旗門審判員

　

（１５） 計算員

　　

（１６）

　

ＳＡＪスノ ー ボー ドセ ッター

　　

（１７）

　

ス キー・スノ ー ボー ドコ ー チ

　　

（１８） 功労スキー指導員

　　

（１９） 功労スキー準指導員

　　

（２０）

　

功 労スノ ー ボー ド指導員

　

（２１）

　

功 労ク ロスカ ン トリレ ス キー指 導員

　　

（２２） 名誉スキー検定員

　

（２３）

　

名 誉ク ロスカ ン トリ 」 ス キー検 定員

　　

（２４） 功 労ス キーパ トロ ー ル

　

（２５） 公認 ドク タ ーパ トロ ー ル

　　

（２６） 公認ス キー 指導員

　　

（２７） 公認スノ ー ボ」 ド指導員

　　

（２８）

　

公認ク ロスカ ン トリ ー ス キー指 導員

　　　　　　　　　　　　　　　

３



（２９）

　

公認ク ロ スカ ン トリ 」ス キー検 定員

（３０） 公認 スキーパ トロ ール

（３１） 公認スキ」Ａ級検定員

（３２）

　

公認スノ」ボー ドＡ級検定員

５． スキー等に関する全日本選手権大会の開催及びその他の競技会の開催

　　

（１） 全日本スキー選手権大会

　　

（２） 公認大会

　　

（３） 全日本スキー技術選手権大会

　　

（４） 全日本マスタ」ズスキ」技術選手権大会

　　

（５） 全日本ジュニアスキー技術選手権大会

　　

（６） 全日本スノ」ボー ド技術選手権大会

　　

（７） スキーデモンス トレーター選考会

　

（隔年実施のため今年度は実施なし）

　　

（８） スノ」ボー ドデモンストレーター選考会 （隔年実施のため今年度は実施なし）

６． スキ」等に関する競技者の育成・強化

　　

（１）

　

我が国のスキ」競技者が世界で戦うための十分な練習環境と練習量を確保

　　　　

するのに必要な海外遠征や、 国内合宿を開催。

　　　　　　

強化指定選手等国内合宿 （約８５合宿）

海外遠征 （約８０遠征）

　　　

（２） 選手強化の為、 全日本選手権、 国民体育大会等の指定大会の入賞者数に応

　　　　　

じて、 全国の各ブロックに選手強化ブロック補助金を交付、 また国民体育大

　　　　　

会開催地の実行委員会に対して国民体育大会負担金を交付。

７． スキー等に関する国際競技大会等及び世界指導者会議に対する代表者の選定並びに

　　

派遣

　　　

今年度は、 オリンピック、Ｊｒ世界選手権、 Ｗ杯に代表者を選定して派遣した。

　　

ま た、 そ の他 Ｆ 工Ｓ理事会、 各種会議 （対面式及びオンライ ン） に対して代表者を選

　

定し派遣した。

８．スキー等に関する安全対策及び傷害防止対策の樹立並びにスキーヤー及びスノーボー

　　

ダー の安 全を図ること

　　　

教育本部関係

　　　

（１） ス キーパ トロ ール 中 央研修会

　　　

（２） ス キーパ トロー ル技 術員 研修会

　　　　　

（北海道、 東北、 北関東、 南関東、 甲信越、 東海・北陸、

　

近畿、 西日本）

　　　

（３） スキーパトロール総会・研修会 （東日本会場） 中止

　　　

（４） スキーパトロール研修会 （西日本会場） 中止

９． スキー等の競技施設及び用具の認定

　　　

（１） 競技施設の認定

　　　

（２） 用具の認定 （ＯＳ加入用品） スキ」板等

１０． スキー等に関する競技規則及び資格規程の制定

　　　　　　　　　　　　

４



１１． スキー等に関する年鑑その他の刊行物の発行

　　　

（１） 教育本部 オ フィ シャ ル ブ ック

　　　　

（２） 資格検定受検者のために

　　　

（３） その他

　　　　　

＊スキー年鑑の刊行物発行は終了し、 本連盟ホームページにて情報を公表

１２． 公益財団法人日本スポーツ協会、 公益財団法人日本オリンピック委員会、 公益財団

　

法人日本スポーツ仲裁機構、 公益財団法人日本アンチ・ ドーピング機構及び一般社団

　

法人日本スポーツフェアネス推進機構に対し、 スキー界及びスノーボー ド界を代表し

　

て加盟すること

　　

継続して加盟

１３． 国 際ス キー ．スノ ー ボー ド連 盟（略称 Ｆ工Ｓ）、 ア ジアス キー連盟（略称ＡＳＦ）、 国際ス キ

　

ー教育連盟（略称工ＳＩ）、 国際スノースポーツ指導者連盟 （略称ＩＦＳ工） 及び国際スノー

　

スポーツ教育・科学連盟 （略称 ｍＥＳＳ） に 対 して、 日本 のス キ」 界 及 びスノ 」 ボー ド界

　

を代表して加盟すること

　　

継続して加盟

１４， その他この法人の目的を達成するために必要な事業

　　

（１） 評議員会

定時評議員会
臨時評議員会

（２） 理事会
第１回理事会
書面審議による理事会
第２回理事会
書面審議による理事会
書面審議による理事会
書面審議による理事会
第３回理事会
書面審議による理事会
第４回理事会

（３） 諸会議
第１回コンプライアンス委員会

第１回常務理事会
第１回評議員選定委員会
第３回国際委員会
第２回コンプライアンス委員会

第２回常務理事会
第３回常務理事会
第．１回組織活性化委員会
第３回コンプライアンス委員会

第４回常務理事会

令和

　

３年 １０月 １７日
令和

　

４年

　

７月 １６日

令矛１〕３年 ９月 ２７日
令和

　

３年 １２月

　

２日

令和

　

３年１２月 ２１日
令和

　

４年 １月

　

８日

令和

　

４年 １月 １９日
令和

　

４年 １月 ２０日

令和

　

４年 ４月 １８日

令和

　

４年 ６月 １０日
令和

　

４年 ７月

　

５日

令和

　

３年 ９月 １０日

令和

　

３年 ９月 １５日
令和

　

３年１０月

　

５日

令和３年１０月 １５日
令和

　

３年１２月１０日
令和

　

３年 １２月 １３日

令和 ４年 １月 ２５日

令和

　

４年 ３月

　

８日

令和 ４年 ３月 １８日

令和 ４年 ３月 ２２日



　　

第２回組織活性化委員会

　　　　　　

令和 ４年 ３月 ２８ 日

　　

第４回国際委員会

　　　　　　　　　　

令和４年 ４月

　

５日

　　

第４回コ ンプライ ア ンス委員会

　　　

令和 ４年 ４月

　

６日

　　

第２回評議員選定委員会

　　　　　　　

令和

　

４年 ６月

　

１日

　　

第５回国際委員会

　　　　　　　　　　

令不［１４年 ６月 １３日

　　

第５回常務理事会

　　　　　　

‐

　　

令和 ４年 ６月 ２０日

　　

加盟団体代表者会議

　　　　　　　　　

令和 ４年 ７月 １６日

　　

第１回役員選考委員会

　　　　　　　　

令和 ４年 ７月 ２９日

　　

総務本部関係会議

　　

競技本部関係会議

　　

教育本部関係会議
（４） 諸事業

　　

ＳＮＯＷ ＡＷＡＲＤ ＆ Ｐｒｅｓｓ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ２０２１

　　　　　　　　　

令 和 ３年１１月 ２日

　　　

東京・渋谷のセルリアンタ ワー東急ホテ ルにて、 「ＳＮＯＷＡＷＡＲＤ＆ Ｐｒｅｓｓ

　　

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ２０２１」 を開催いたしました。２０２１年５月に予定されていたＳＮＯＷ

　　　

Ａ～ｖＡＲＤ２０２１が新型コロナウイルスの感染拡大により延期になったため、 毎年

　　

１０月末～１１月に行っていたシーズン開幕前の記者会見と併催しての実施とな

　　　

りま した。

　　

ＳＰＯＲＴ ＦＯＲＴＯＭＯＲＲＯＷ

　

※外務省スポ←ツ外交推進事業等

　

令和４年３月 １３日

　　　　

ＳＰＯＲＴ ＦＯＲＴＯＭＯＲＲＯＷ（ＳＦＴ） は、 日本の官民連携によるスポーツ国際貢献事

　　

業です。 ２０１４年から東京２０２０オリ ン ピック・パラリ ンピック競技大会に向け

　　

て、 世界のよりよい未来のために、 開発途上国をはじめとする世界のあらゆる

　　

世代の人々 にスポーツの価値とオリ ンピック・パラリ ンピック ・ムーブメ ン ト

　　

を広げていく ことを目指 しています。

　　　　

ＳＡ励ま、 平成２８年よりＳＦＴに参加・協力しており、アジアスキー連盟に加盟す

　　　

る各国スキー連盟との国際協力及び交流促進を行なっております。

　　

ＳＮＯＷ ＡＷＡＲＤ ２０２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令 和 ４ 年 ５月 １０日

　　　

東京・品川 の品川 プリ ンスホテ ルにて 「ＳＮ０、ＶＡＷＡＲＤ２０２２」 を開催いたしま

　　　

した。２月に行われた第２４回オリンピック冬季競技大会 （２０２２／北京） におい

　　

ては、 本連盟にとって過去最高の成績となる８つのメダルを獲得。 その選手

　　

たちが出席する表彰式とあって、 多くの報道陣やスポンサ」などのご来賓が

　　

来場 しま した。

　　

ＭＶＶ（ミッション・ビジョン・バリュー） と中長期基本計画策定プロジェクト

　　　　

目的：全日本スキー連盟のＭＶＶと中長期基本計画の策定

　　　　

期間：２０２２年９月 ～２０２３年２月

　　

＊フェーズ１

　　　　

概要：協力会社として株式会社グリッド、 株式会社電通と業務委託契約を行い、 プロ

　　　　　　　

ジェク トの舵取りを委託、ＳＡＪ側もワーキングチームを組閣 して本業務に取り

　　　　　　　

組 む。

　　　　

現状：令和４年度においては協力会社の選定を行い、 加盟団体代表者会議においてプ

　　　　　　　

ロ ジェク ト概要を共有した。 （プロジェク トのＫｉｃｋｏｆｆは９月 を予定）

だｎＵ



令和４年度 競技本部各種検定会・研修会・講習会事業報告
競技本部関係（直轄事業）
Ａ検定会

　　　　　　　

行

　

・会議・

　　　

名′・ 開催地

　　　　　　　

＝

　

場

　　　　　　　　　　　

＝明

　　　　　　　　

人数
ＳＡＪ飛型審判員検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

秋田県

　　

花輪スキー場

　　　　　　　　　

２月１７日 ～ ２月１８日

　　　　

４
ＦーＳ・ＳＡＪクロスカントリーＴＤ検定会 オンライン

　　　　　　　　　　　　　

１０月２４日

　　　　　　　

１Ｉ
ＳＡＪクロスカントリー計算委員検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中止

　　　　　　　　　　　　　　　　

１２月４日

　　　　　　　　

－
ＳＡＪアルペンセッター検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長野県

　　

野沢温泉スキー場

　　　　　　

４月２２日 ～ ４月２４日

　　　　

３０
アルペン計算委員検定会 オンライン

　　　　　　　　　　　　　

１２月４日

　　　　　　　　

３

ＳＡＪアルペンＴＤ検定会
学科 オンライン

　　　　　　　　　　　

，０月３０日

　　　　　　　

６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実技 個別

ＳＡＪフリースタイルＴＤ検定会（理論）（実技）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

理論 オンライン

　　　　　　　　

１２月４日

　

～ １２月５日

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実技 中止

　　　　　　　　　　　　　　　

－
ＳＡＪフリースタイル審判員検定会（Ｍｏ）

　　　　　　　　　　　　　

富山県

　　

たいらスキ【場

　　　　　　　

３月１２日 ～
－
３月１３日

　　　　

６
Ｆ１ｓ・ＳＡＪスノーボードＴＤ検定会 中止

　　　　　　　　　　　　　　

１２月４日
ＦＩＳ／ＳＡＪスノーボード審判員検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オンライン

　　　　　　　　　　

１１月１３日 ～ １１月１４日

　　　　

４

Ｂ各種研修会・講習会

　　　　　　　　

行

　

・五議・

　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　

升

　　　　　　　　　　

△

　

ｇ 笈，

　　　　　　　　　

人
ＦーＳ飛型審判員・ＴＤ研修会（セミナー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中止

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　

－
ＳＡＪ飛型審判員研修会（セミナー） オンライン

　　　　　　　　　　　　　

１２月１１日

　　　　　　　

９１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学科オンライン

　　　　　　　　　　　　

１月２２日
ＳＡＪジャンプＴＤ研修会（セミナー）

　　　　　　　　　　　　　　　

岩手県

　　

実地 矢神飛躍台

　　　　　　　

２月５日～２月８日

　　　　　

１６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道

　　

実地 名寄ピャシリ ３月１０日～３月１３日
ＳＡＪクロスカントリーＴＤ研修会 オンライン

　　　　　　　　　　　　　

１０月２３日

　　　　　　　

８２
ＳＡＪクロスカントリー計算員研修会 オンライン

　　　　　　　　　　　　　

１２月４日

　　　　　　　

１６
ＳＡＪクロスカントリーコーチングウェビナー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中止

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　

－

　

十▽．十。、」・ｈ－ｍ駒△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅｍ阻

　　

学科オンライン １１月２８日．Ｉ２月４日

　　　　　

ば

　

ｖ′′ｖ

　

′ｔノ′

　

ｍ形＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嵐“ホ

　　

実技 野沢温泉スキー場

　　　　　　　

４月２２日

　　　　　　　

Ｗ

ＳＡＪフリースタイルＴＤ研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京都

　　

オンライン

　　　　　　　　　　

１２月４日 ～ １２月５日

　　　　

６

競技本部関係（加盟団体事業）

　

Ａ検定会

　　　　　　　　　　

　

　

　　　　

　　

旗門審判員検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嘘

　

団

　　

±

　　　　　　　　　　　　

１１月～４月

　　　　　　　　　　

会

　

二

　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　

升

　　

・云３ｏ

　　　　　　

ｌ

　　　　　　

云期

　　　　

．－－

１

　　

アルペンＢ級セッター検定会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加盟団 各地

　　　　　　　　　　　

１１月～４月

　　

Ｂ・Ｃ

　　

型

　

判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加盟団体各地

　　　　　　　　　　　　

８月～４月

　

Ｂ各種研修会・講習会等

　　

アルペンセッター研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

口

　

団 １１月～４月－

　　

誹議誓
ｉ－

　

名

　　　

１

　

措董 織

　

１
会期

　

１

　　

フリースタイル審判員研修会 加盟団体各地

　　　　　　　　　　　　　

中止

４．スキー等に関する指導者及び公認資格者の養成及び認定（昨年度認定数）
（１）競技スキー功労者（８名）
（２）競技技術指導員（７名）
（３）競技運営指導員（６名）
（４）技術代表（３名）
（５）Ａ， 飛‐

　

．・１ （４

　

）
（６）Ｂ・Ｃ級飛型審判員（３名）
（７）フリースタイルＡ級審判員（１名）
（８）フリースタイルＢ級審判員（５名）
（９）スノーボード審判員（１４名）
（１０）スノーボードセッター（０名）
（”）アルペンＡ級セッター（６名）（”）アルペンＡ級セッター（６名）
（１２）アルペンＢ級セッター（４３名）
（Ｔ３）アルペン旗門審判員（４５名）
（１４）計算員（ＡＬ３名、ＳＢ３名）



　　　　　

令和４年度
教育本部各種検定会、大会、合宿事業報告

各種検定会事業

ＮＯ 行事・会議・事業

　

名称 開催状況 場所 会

　

場 会

　

期 役員集合日 申込者数 合格者数

Ｉ スキー指導員検定会（第１会場） 実施 北海道 朝里川温泉スキー場

２月２５日

　　　

～ ２月２７日 ２月２４日

１４２ ７１

２ スキー指導員検定会（第２会場） 実施 青森県 青森スプリング・スキーリゾート

　　　　

６２

　　　　

２３

３ スキー指導員検定会（第３会場） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア ２１４ １１８

４ スキー指導員検定会（第４会場） 実施 岐阜県 まおのき平スキー場

　　　　　

７４ ３０

５ スキー指導員検定会（第５会場） 実施 兵庫県 奥神鍋スキー場

　　　　　

５０ １７

６ スキーＡ級検定員検定会（第１会場） 実施 北海道 朝里川温泉スキー場

２月２６日 ２月２７日 ２月２５日

　　　　　

２３

　　　　　

２３

７ スキーＡ級検定員検定会（第２会場〕 実施 青森県 青森スプリング・スキーリゾート

　　　　

１４ １３

８ スキーＡ級検定員検定会（第３会場） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア ４０

　　　　

３９

９ スキーＡ級検定員検定会｛第４会場） 実施 岐阜県 まおのき平スキー場 １４ １４

　

１０ スキーＡ級検定員検定会（第５会場） 実施 兵庫県 奥神鍋スキー場

　　　　

１４ １０

１１ スノーボード指導員検定会（第１会場） 実施 北海道 朝里川温泉スキー場
２月２５日 ２月２７日 ２月２４日

　　　　

１７

　　　

７

１２ スノーボード指導員検定会（第２会場） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア

　　　　

２５

　　　　

１３

１３ スキーパトロール検定会（第１会場） 実施 北海道 レスツリゾートスキー場 ２月２５日 ２月２７日 ２月２５日 １４

　　　　

１３

１４ スキーパトロール検定会（第２会場） 実施 宮城県 オニコウベスキー場 ２月２５日 ２月２７日 ２月２５日 ４３

　　　　

３７

１５ スノーボードＡ級検定員検定会 実施 北海道 札幌国際スキー場 １１月２８日

　

，

１１月３０日 １１月２８日

　　　　　

２９

　　　

３

　　　　　

２９

　　　

３ＴＧ ソｕ人カントリースキ

　

．日”ハ
仇ＯＡ（第１会場） 天地

　　　

．＝ コース

　　

【

　　　

．

　　

３月‘′］ 月

　　　

３

　　　

３

１７ クロスカントリースキー指導員検定会（第２会場） 実施 新潟県 羊南町

　

マウンテンパーク洋
菊 ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日

　　　

Ｉ

　　　

Ｉ

１８ クロスカントリースキー検定員検定会（第１会場） 実施 北海道 伊達市 大滝クロスカントリー
コース ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日

　　　

Ｉ

　　　

Ｉ

１９ クロスカントリースキー検定員検定会（第２会場） 実施 新潟県 津南町

　

マウンテンパーク津
南 ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日

　　　

Ｉ

　　　

Ｉ

ＮＯ 行事・会議・事業

　

名称 開催状況 場所 会

　

場 会

　

期 役員集合日 参加者数

　　　

＾

　　　

ハ
、
，

　　　　　　

．
１ルム

　

＾ 実施 長野県 白馬八方尾根スキー場 ３月２日 ３月６日 ３月２日 ３９５

２ 第２回全日本マスターズスキー技術選手権大会 実施 長野県 白馬岩岳スノーフィールド ２月４日 ２月６日 ２月４日 １３０

３ 第６回全日本ジュニアスキー技術選手権大会 実施 北海道 ルスツリゾートスキー場 ３月２０日 ３月２１日 ３月１９日

　　　　　

３２９

４ 櫨

　

ｍ▲

　

・^

　

′

　

ボ

　

ヤ・

　　

．
ルムニ 実施 新潟県 石打丸山スキー場 ３月３日 ３月６日 ３月２日 ２２０

５ 第１回ナショナルデモンストレーター合宿・ＳＡＪデモンストレーター合宿実施 北海道 札幌国際スキー場 １１月２３日 １１月２５日 １１月２３日

　　　　　

５６

６

　　　　

ー↓“ーｆ、′７」．

　

タ

　　

ＳＡＪデモンスト
レーター合宿 実施 長野県 野沢温泉スキー場 ４月５日 ４月８日 ４月５日

　　　　　

５１

７

　　

３
第１回ナショナルスノーボードデモンストレーター‘
ＳＡＪスノーボードデモンストレーター合宿 実施 北海道 札幌国際スキー場 １１月２７日 １１月３０日 １１月２７日 １５

８

　

ｓ
第２回ナショナルスノーボードデモンストレータ
ＳＡＪスノーボードデモンストレーター合宿 実施 長野県 乗鞍高原スキー場 ３月１１日 ３月１３日 ３月１１日 １６長野県

　

乗鞍高原スキー場

　　　　　　　　

３月１１日

　

～

　　　

３月１３日

　　　

３月１１日

　　　　　　

１６



　　　

令和４年度
教育本部各種研修会事業報告

ＮＯ 行事・会議・事業

　

名称 開催状況 場所 会

　

場 会

　

期 役員集合日 参加者数

スキー中央研修会 実施 北海道 札幌国際スキー場 １１月２５日 １１月２８日 １１月２５日 ６６

２ スキー技術員研修会（北海道ブロック） 実施 北海道 札幌国際スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 １３５

３ スキー技術員研修会（東北ブロック） 実施 山形県 蔵王温泉スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 １１０

４ スキー技術員研修会（北関東ブロック） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア １２月４日 １２月５日 １２月３日 ８６

５ スｔ

　　　　　　　

△

　　　

巣ノ」ノ′，′．，“”．県、千葉県 実施 長野県 湯の丸スキー場 １２月４日 １２月５日 １２月３日 ３６

６ スキー技術員研修会（南関東ブロック２）東京都 実施 静岡県 スノーパークイエテイ １２月３日 １２月５日 １２月３日 ５８

７ スキー技術員研修会（甲信越ブロック） 実施 長野県 湯の丸スキー場 １２月１日 １２月３日 １２月１日 ５６

８ スキー技術員研修会（東海・北陸ブロック） 実施 岐阜県 ウイングヒルズ白鳥スノー．」ゾート １２月４日 １２月５日 １２月３日 ８５

９ スキー技術員班惨ム、廻戴ノｕツシン 実施 長野県 志賀高原焼瀬山スキー場 １２月１１日 １２月１２日 １２月１０日 ３９

１０ スキー技術員研修会（西日本ブロック） 実施 広島県 めがひらスキー場 １２月１１日 １２月１２日 １２月１０日 ４３

１１ 公認スキー学校主任教師研修会（第１会場） 実施 北海道 札幌国際スキー場 １２月４日 １２月５日 １２月３日 ５０

１２ 公認スキ

　

学対中ｉＴＪ

　　　

珍云（第２会場） 実施 山形県 蔵王温泉スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 ５３

１３ 公認スヤ

　

↑＊士け

　　

，”ダム（第３会場） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア １２月４日 １２月５日 １２月３日 ２１

１４ 公認スキー学校主任教師研修会（第４会場） 実施 長野県 湯の丸スキー場 １２月１日 １２月３日 １２月１日 １００

１５ 公認スキー学校主任教師研修会（第５会場） 実施 岐阜県 ほおのき平スキー場 １２月１７日 １２月１９日 １２月１７日 ５１

１６ 公認スキー学校主任教師研修会（第６会場） 実施 広島県 めがひらスキー場 １２月１３日 １２月１４日 １２月１２日 ３０

１７ スキー大学（第１会場） 実施 北海道 ルスツリゾートスキー場 １月８日 １月１０日 １月７日 ９３

１８ スキー大学（第２会場） コロナで中止 長野県 エイブル白馬五竜スキー場 １月１４日 １月１６日 １月１３日
中止

１９ スキー大学（第３会場） コ□ナで中止 福島県 あだたら高原スキー場 ２月４日 ２月６日 ２月３日

　　　

‐

　　　　　

ｈ小

２０ 全日本スキー技術選ジャンジ候補者研修会①理論 実施 オンライン研修 １１月１７日
２２

２１ 全日本スキー技術選ジャッジ候補者研修会② 実施 オンライン研修 ２月８日
２１

２２ スキーパトロール中央研修会 実施 長野県 ビラタス蕃科スノーリゾート １２月１０日 １２月１２日 １２月１０日 ９

２３ スキーパトロール技術員研修会（北海道ブロック） 実施 北海道 札幌国際スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月２日 １５

２４ 関市

　

甲信越

　

南海非陸

　

折樫

　

西口大ブロック）

　　　

′」巴

　　

上Ｎム１

　

′‐、 ラタス夢科スノーリゾート 月１０日 月１２日 月１０日

　　　　

３２

２５ スキーパトロール総会・研修会（東日本会場） コロナで中止 宮城県 オニコウベスキー場 ２月２６日 ２月２７日 ２月２５日 中止

２６ スキーパトロール研修会（西日本会場） コロナで中止 岐阜県 まおのき平スキー場 ２月１９日 ２月２０日 ２月１８日 中止

２７ スノーボード中央研修会 実施 北海道 札幌国際スキー場 １１月２７日 １１月３０日 １１月２７日 ９

２８ スノーボード技術員研修会（北海道ブロック） 実施 北海道 札幌国際スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 １４

２９ スノーボード技術員研修会（東北ブロック） 実施 山形県 蔵王温泉スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 １０

３０ スノーボード技術員研修会（北関東ブロック） 実施 群馬県 鹿沢スノーエリア １２月４日 １２月５日 １２月３日 ５

３１ スノーボード技術員研修会（南関東ブロック） 実施 長野県 湯の丸スキー場 １２月３日 １２月５日 １２月３日 ５

３２ スノーボード技術員研修会（甲信越ブロック） 実施 長野県 湯の丸スキー場 １２月１日 １２月３日 １２月１日 ７

３３ スノーボード技術員研修会（東海・北陸ブロック） 実施 岐阜県 ウイングヒルズ白鳥スノー１」ゾート １２月４日 １２月５日 １２月３日 ９

３４ スノーボード技術員研修会（近畿・西日本ブロック） 実施 広島県 めがひらスキー場 １２月１１日 １２月１２日 １２月１０日 ８

３５ トータルスノーポーディングフェスティバル コ□ナで中止 長野県 白馬八方尾根スキー場 １月１５日 １月１６日 １月１４日 中止

３６ 全日＊フ′

　

ボ

　

，
”・””“・

　

”】”・ 実施 オンライン研修 １月３１日 １７

３７ クロスカントリースキー指導者研修会（第１会場） 実施 北海道 伊達市 大滝クロスカントリー
コース ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日 ３４

３８ クロスカントリースキー指導者研修会（第２会場） 実施 新潟県
幸南町

　

マウンテンパーク津
南 ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日 ５

３９ クロスカントリースキー検定員クリニック（第１会場） 実施 北海道 伊達市 大滝クロスカントリー
コース ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日 ２０

４０ クロスカントリースキー検定員クリニック（第２会場） 実施 新潟県 率南町

　

マウンテンパーク津
南 ３月２６日 ３月２７日 ３月２５日 ４
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３，２３９，６７５

　　

△ １’０００’０００

　　　

△

　

５１５，８８１

　　

△

　

８，１６０，１１６

　　

△ １′０１６，０００

［

　　　

１２，５４６，８７５］

　　　

１６，４７２，５００

　　

△

　

５，３５５，６２５

　　　

１，４３０，０００

［

　　　　

４，３９８，６８３］

　　　　　

３２′０００

　　　

４，４８１，２８６

　　　

△ １１４，６０３

［

　　　　

７，８９１，１６２１

［

　　　

△ １６１，７５４１

　　　　

△

　

４，７６４

　　　

△ １５６，９９０

１，２９９一６１６，６６６ １′１３１，６８６，７８５ １６７，９２９，８８ー

［

　　

ー，３６４，７４０，９８８］

　　　

１，７７５，５００

　　　

６４】９７３，１８１

　　　

１２，２３１，８２１

　　　

５，５４６′４６６

　　　

４，５０５，１８８

　　　

１１，２７９，９８５

　　　　

８０３，４８０

　　

４７７，９０６，１７５

　　　

９，７２７，９８９

　　　

１８，３１２，６５６

　　　

２９′３０５，７０３

　　　　

５７６，６５７

　　　

２ー９２＆８９３

　　　

１０，９０５，Ｂ４０

　　

１１２，５６０，６９４

　　　

２３，６７８，５８９

　　

２５５，２９５，６４５

　　　

２４】３１４，４４５

　　

ｔ４１，５８８，７２２

　　　　　

７，７６４

　　　

６，４８３，０４７

　　　

５２，２１２，９６７

　　　

２８，１３３，２３４

　　　

１３，２８５，８６８

　　　

５，２７８，４８７

　　　　

０

　　　　　

０

　　　

１１′７９３，９９７

　　　　

１００・０００

　　　

２５′５９１，２３０

　　　

１，５０３，８０２

　　　　

１，８７４，９４８

　　

△

　

２’００９，９１７

　　　

１６，０００，０００

　　　

６，２６７，９３２

［

　　

１，１００，４３７，９８９１

　　　

２，２２５，６００

　　　

５３，５７３，８３５

　　　

１１，５７６，２９５

　　　

５，ー３７，０３３

　　　

３，０１９４３０

　　　

１１，２８８ー８５８

　　　　　

７４５，０２０

　　　

３５２，０３５，０８６

　　　　

７，９５１，６１４

　　　

２４，６６８，５３１

　　　

１９，４１６，９４７

　　　　

９１１，３８２

　　　

５，６７８，６６７

　　　

１０，９０６，８４０

　　　

８４，７７３，９９５

　　　

１８，５２２，５４６

　　

２３３，４６１，４８９

　　　

２４′９７１，６１１

　　　

１１０，７２１，９４１

　　　　　　

４，１７７

　　　

２′０６３，５４１

　　　

３３，１２０′２６１

　　　

１９，５７０，７５８

　　　

１３，４８５，０４９

　　　

３，３９５，７５６

　　　

４，５７０，５３８

　　　

４，８３８，０４０

　　　

１０，８２１，９７４

　　　　

０

　　　

２２，３６９）６１０

　　　

２，４６５，９３０

　　　　

６９７，７２４

　　

△ １，５０３，８０２

　　　　

０

　　　

２，９６２，８１３

【

　　　

２６４，３０２，９９９］

　　　

△

　

４５０，０００

　　　　

１．３９９，３４６

　　　　

６５５，５２６

　　　　

４０９，Ｊ１３３

　　　

１′４８５，７５８

　　　　

△

　

８，８７３

　　　　　

５８，４６０

　　　

１２５ー８７１，０８９

　　　

１，７７６，３７５

　　

‘

　

６，３４５，８７６

　　　

９，８８８，７６６

　　　

△

　

３３４，７２６

　　

△

　

２，７４９，７７４

　　　　　

０

　　　

２７，７８６，６９９

　　　

５，１５６，０４３

　　　

２１，８３４′１５６

　　　

△ ６６７，１６６

　　　

３０，８６６′７８１

　　　　　

３′５８７

　　　

４，４１９，５０６

　　　

１９′０９２′７０６

　　　

８′５６２，４７６

　　　

△ １９９，１８１

　　　

Ｌ８８２，７３１

　　

△

　

４，５７０，５３８

　　

△

　

４′８３８，０４０

　　　　

９７２，０２３

　　　　

ｌｏｏ’０００

　　　

３，２２１，６２０

　　　

△

　

９６２，１２８

　　　

１，１７７，２２４

　　　

△

　

６０６，１１５

　　　

１６，０００，０００

　　　

３，３０５，１１９

１４



１５

科

　　　　　　　　

目 当

　　　

年

　　

度 前

　　

年

　　

度 増

　　　　　　

減

　

② 管

　　　　　　

理

　　　　　　

費

　　　

役

　　　　

員

　　　　

報

　　　　

酬ー

　　

給

　　　　

料

　　　　

手

　　　　

当

　　

賞

　　　　　　　　　　　　　

与

　　

賞

　

与

　

引

　

当

　

金

　

繰

　

入

　

額

　　

退

　　

職

　　

給

　　

付

　　

費

　　

用

　　

法

　　　

定

　　　

福

　　　

利

　　　

費

　　

福

　　　

利

　　　

厚

　　　

生

　　　

費

　　

旅

　　

費

　　　

交

　　　

通

　　　

費

　　

通

　　　

信

　　　

運

　　　

搬

　　　

費

　　

減

　　　

価

　　　

償

　　　

却

　　　

費

　　

消

　　　　

耗

　　　　

品

　　　　

費

　　

印

　　　

刷

　　　

製

　　　

本

　　　

費

　　

地

　　　　

代

　　　　

家

　　　　

賃

　　

賃

　　　　　　　

借

　　　　　　　

料

　　

保

　　　　　　　

険

　　　　　　　

料

　　

諸

　　　　　　　

謝

　　　　　　　

金

　　

租

　　　　

税

　　　　

公

　　　　

課

　　

委

　　　　　　　

託

　　　　　　　

費

　　

会

　　　　　　

議

　　　　　　

費

　　

会

　　　　　　　

場

　　　　　　　

費

　　

支

　　　

払

　　　

手

　　　

数

　　　

料

　　

シ

　　

ス

　　

テ

　　

ム

　　

運

　　

営

　　

費

　　

交

　　　

際

　　　

慶

　　　

弔

　　　

費

　　

加

　　　　　　　

盟

　　　　　　　

費

　　

製

　　　　　　　

作

　　　　　　　

費

　　

雑

　　　　　　　　　　　　　

費

　　

経

　

常

　

費

　

用

　

言｛・

　　　

評価損益等調薙前当期経常増減額

　　　

評 価 損 益 等言÷

　　

当 期 経 常 増 減 額

　

２． 経常外増減の部

　

（０ 経

　

常

　

外

　

収

　

益

　　

什

　

器

　

備

　

品 受

　

贈

　

益

　

経

　

常

　

外 収

　

益

　

計

　

（２） 経

　

常

　

外

　

費

　

用

　　

貸 倒

　　　　

損

　　　　

失

　　

貸

　

御 引

　

当

　

金

　

繰

　

入

　

額

　

什

　

器

　

備

　

品 除

　

却

　

損

　　

固

　

定

　

資

　

産 移

　

管

　

費

　　

経

　

常

　

外

　

費

　

用

　

言１・

　　　

当 期 経 常タト増 減 額

　　　

税引前当期一般正味財産増減額

　　

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税

　　

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額

　　

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

　　

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高
口

　

指定正味財産増減の部

　　

受 取 民 間 助 成 金

　　

受 取 寄 付 金

　　　

一般正味財産への候替額

　　

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

　　

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

　　

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

［

　　　

３６，ｏ７３，１９０］

　　　　

５０７′０００

　　　

６，８２５，５０８

　　　　

１，５０４，４９１

　　　　

７０９，１０９

　　　

１．１２６，２９７

　　　　

１，４００，１９３

　　　　　

８９，２７５

　　　

１，８１８，０８０

　　　　

８６６，４３０

　　　

２′３７４，５９Ｇ

　　　　

１６４′２００

　　　

１，６６７，９０８

　　　

１，２１１１７６０

　　　　

４５２，６５０

　　　　

ー００，８３５

　　　

７′１２５，９２１

　　　　　

１６，５７５

　　　　

４０２，７４５

　　　　　

９６，８４４

　　　　

６５１ー５３０

　　　　

３０７，３５０

　　　　

６５８，７２４

　　　　

２７４，７９３

　　　

３｝８１２，９９８

　　　

１｝８３５，５１６

　　　　　

７２，８６２

［

　　　

４１，８５ー，９１９〕

　　　　

ＧＯＢ，５００

　　　

６，４６３，７７５

　　　

ｉ，４９４，６４４

　　　　

６３５，４０４

　　　　

７５４，８５８

　　　

１，３７３，９２９

　　　　

８２，７８０

　　　

３，５３４，５１８

　　　　

８９４，３８１

　　　

２，５３９，３６２

　　　　

２０５，９８７

　　　

２，１３９，７９６

　　　

１．２１１，？６０

　　　　

９８１，３９８

　　　　

１３９，０３５

　　　

８，２２２，７７４

　　　　　

３９，３０６

　　　　

１３２ｒｏｏｏ

　　　　

４３４，５１２

　　　

１，８７７，８３２

　　　

１，３ー５，４２０

　　　　

６５５，４５１

　　　　

３０９，６０３

　　　

３，８６８，７７３

　　　

１１８６８，７４５

　　　　　

６７，４７６

［

　　

△ ５，７７８，７２９１

　　　

△ １０１，５００

　　　　

３６ー，７３３

　　　　　

９，９４７

　　　　

７３，７０５

　　　　

３７１，４３９

　　　　

２６，２６４

　　　　　

６，４９５

　　

△ １，７１６′４３８

　　　

△

　

２８，９５１

　　　

△ １６４ ６６

　　　

△

　

４１，７８７

　　　

△

　

４７１，８８８

　　　　　

０

　　　

△

　

５２８，７４８

　　　

△

　

３８，２００

　　

△ １，０９６′８５３

　　　

△

　

２２ー７３ー

　　　　

２７０１７４５

　　　

△

　

３３７，６６８

　　

△ １，２２６，３０２

　　

△ １，００８，０７０

　　　　　

３，２７３

　　　

△

　

３４，８１０

　　　

△

　

５５，７７５

　　　

△

　

３３，２２９

　　　　　

６｝３８６

１，４００，８１４′１７８ １，１４２，２８９，９０８ ２５８，５２４１２７０

△ １０１，１９７－５１２ △ １０，６０３，１２３ △

　

９０，５９４，３８９

０ ０ ０

△ １０１，１９７，５１２ △ １０，６０３，１２３ △

　

９０，５９４，３８９

７，３２３，６３０ ２００，０００ ７，１２３，６３０

７′３２３，６３０ ２００，０００ ７，Ｌ２３，６３０

Ｌ２９４，６００

　　

０

　　

Ｉ

　　

０

　　

０

１３，０１０，０００

　　

２

４，０１４，２７６

　

１，２９４，６００

△ １３，０１０，０００

　　

△

　

Ｉ

△

　

４，０１４，２７６

１，２９４，６０１ １７，０２４，２７８ △１５，７２９，６７７

６，０２９，０２９ △ １６′８２４，２７８ ２２，８５３，３０７

　　

△

　

９５，１６８，４８３

　　

△

　

２７，４２７，４０１

　　

△

　

６７，７４１，０８２

７０’０００ ７０′０００ ０

△

　

９５，２３８，４８３ △

　

２７，４９７′４０１ △

　

６７，７４１，０８２

９８４，９９７，０７１ １′０１２，４９４′４７２ △

　

２７，４９７，４０１

８８９，７５８，５８８ ９８４，９９７，０７１ △

　

９５，２３８，４８３

１’０００’０００

　　

０

△

　

６４６，８４５

　

２，ー３７，０００

　　

２５０，０００

△

　

８，９２１，５６４

△ １，１３７，０００

△

　

２５０，０００

　

８，２７４′７１９

３５３，１５５ △

　

６′５３４，５６４ ６，８８７．７１９

１，９０３，６３６ ８，４３８，２００ △

　

６′５３４，５６４

２，２５６，７９１ １′９０３，６３６ ３６３，１５５

　　　

８９２，ｎｌに，３７９

　　　

９８６，ｑｎｎ．７０７

　　

△

　

９４′只Ｒ～３２８



１６

正 味 財 蔭Ｌ増 減 計 算 書 内 訳 表

　　　　

作和３ｑｔ８月－１１め・ら分離４年７月３ー日まで

ー
公益目的串窺会針 収益事業等会計 法人合計 内部取引等ｉ肖去 合

　　　

計

　

裟
挫
費
料
料

　

”
料
糾
粁
糾

科
料
料
益
料
料
料
料
料
”
料
科
科
科
”

益
料
料
糾
科
蹄
糾
料
科
料
“
料
料
料
料
料

　

馨
挫
益
益
貧
益
鑑

　

金
金
金
金
魚
企
企
金
頬

　　

金
金
金

　

金
金
鋲

　　

息
挫

　　

１
馨

　　

録
緑
緑
録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

柊
蓑
柱

　　　

ム

　　

緑
登

　

用
川

　　

録
蛙

　　　　　　　　　　　

洋
層
榊
収
謬
謬
舵
釧
蜘
獅
蜘
蜘
獅
ス

…
収
駕
留
粥
誰
据
認
定
定
加
川
銘
定
繍
醐
鋤
圃

：

収
収
収
収
＄

助
勢
射
鋤
嫌
附
ｒ
ｉ
誉
企
金
隣
賛

金

　

ｇ
塑
ま

　

ヌ
±
青
慈
登
唾
馨
旧
珪
係
繍
公
公
探
幽
躯
螺
翻
曜
醐

距公公韮輔糾蛾検扮岬岬噌峨膿臓麟樽
収
収
距
離
莱哩
金
樽
狛
雌
脚
伽
脚
嗣
酬
蝋
担
鋒
酬
嶋
貧
付
付
付
頒
ｉ
刊

　

静静．
笠輔
，坐参

セ員
一筆設鴎
錨榊
会談即蜘
射紬
悌醐”“馴非
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注 記

．▲，重要な会計方針

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品 … ・個別法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっている。
貯蔵品 … 原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

　

固定資産の減価償却の方法は、定額法による減価償却を実施している。
（３）引当金の計上基準

貸倒引当金 … ・・債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権については、
個別に回収可能性を検討し、 回収不能見込額を計上している。

賞与引当金 … ・・職員に対する賞与．の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額
を計上している。

退職給付引当金 … 職員の退職金支給に備えるため、期末退職給与の要支給額に相当する金額を
計上している。

（４）リース取引の処理方法

　

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

　

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。
（５）消費税等の会計処理

　

消費税等の会計処理は、 税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のとおりである。

科

　　　

目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
定期預金

　　　　　

′」・

　　

言十

特定資産
退職給付引当資産
国際競技会準備資産
選手強化資産

　

２０２冴リンピンク派遣村外宿舎準備積立資産

ＳＡＪ強化・普及事業積立資産

什器備品

　　　　　

小

　　　

言十

　　

合

　　　

計

１１０’０００’０００ ０ ０ １１０・０００１０００

１１０’０００１０００ ０ ０ １１０’０００’０００

２７，５４６，１８９

５０，０００，０００

２００，０００，０００

４０，５００，ＱＯＯ

９０，０００′０００

２，５２９，０５３

５，６３１一４８５

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

１’０００’０００

１，３４０，０００

　　

０

　　

０

４０，５００，０００

　　

０

　

８３４，４７０

３１，８３７，６７４

５０，０００，０００

２００，０００，０００

　　　

０

９０，０００，０００

　

２，６９４，５８３

４１０，５７５，２４２ ６，６３１，４８５ ４２，６７４，４７０ ３７４，５３２，２５７

５２０，５７５，２４２ ６，６３１，４８５ ４２，６７４，４７０ ４８４，５３２，２５７

３，基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のとおりである。
（単位：円）

科

　　　

目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財産か

　

らの充当額）
（うち負債に
対応する額）

基本財産

定期預金

　　　　

小

　　　

言十

特定資産
退職給付引当資産

国際競技会準備資産

選手強化資産
Ｓ^Ｊ強化・普及事業積立資産

什器備品

　　　　　

小

　　　

言１

　　

合

　　　

計

１１０・０００’０００ （

　　

１１０，０００，０００

　

）

１１０’０００’０００ ｛

　　

１１０’０００，０００）

３１，８３７，６７４

５０，０００．０００

２００，０００｝０００

９０，０００，０００

　

２，６９４，６８３（

　

２，２５６，７９１）

（

　　

５０，０００，０００）
（

　　

２００，０００，０００）
（

　　

９０，０００，０００）
（

　　　　

４３７，７９２）

（

　

３１，８３７，６７４）

３７４，５３２，２５７ （

　

２，２５Ｇ，７９１） （

　　

３４０，４３７，７９２

　

） （

　

３１，８３７，６７４）
４８４，５３２，２５７ （

　

２，２５６ ９１） （

　　

４５０，４３７，７９２） （

　

３１，８３７，６７４〉

１８



４，固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科

　　　　　

目 取 得 価 額 減価償却累計額 当期末残高
特定資産

　

什

　　　

器

　　　

備

　　　

品

その他固定資産

　

建

　　　　　　　　　　　　

物

　　

機械装置（クリメカントリーコース整備車〉

　

什

　　　

器

　　　

備

　　　

ロ

　

ソ

　　

フ

　　

ト

　　

ウ

　　

エ

　　

ア

　

商

　　　　　

標

　　　　　

権

４，０１３｝４５０

　

１，３３８，１２０

４５，３２０，０００

３５′７１８，０８１

１３７，４３２，８２３

　

７４１，２４０

１，３１８′８６７

　

２８３，９００

４５，３１９，９９９

２９，０６３，３９２

１０２，２８５，５８６

　

５４９，５４０

２′６９４′５８３

１，０５４，２２０

　　

Ｉ

６，６５４′６８９

３５，ＩＪ１７，２３７

　

１９１，７００

合

　　　　　

計 ２２４，５６３，７１４ １７８，８２１，２８４ ４５，７４２，４３０

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　

補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高は、 次のとおりである。

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上
の記載区分

補助金

　

受取ＦＩＳ補助金

　

渡航費補助金

　

受取ＪＯＣ補助金

　

Ｎ１ｒ事業補助金

　

受取リールドカソプ現地補助金

　

リールドカップ現地補助金

助成金

　

受取スポーツ振興くじ助成金

　

スポーツ振興くじ

　

受取民間助成金

　

民間団体助成金
受取民間助成金

　

民間団体助成金
受取民間助成金

　

民間団体助成金
交付金

受取Ｊ編選手強化交付金

　

選手強化交付金

　

受取日本スポーツ協会交付金

　

指導者育成事業交付金
給付金

受取国庫給付金

　

事業復活支援金

国際スキー連盟

日本オリンピクク委員会

ワールドカップｉｎｌ哉委員会

日本スポーツ帳興センク一

　

ミズノ財団

　

ミス・ノ財団

東京しごと財団

日本オリンピック委員会

日本スポーツ協会

経済産業省

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

１′７８０，８３‐ｉ

　　

０

　　

０

　　

０

４１，０‐ｉ２′７‘１７

２３７，１３４，０００

２７，４２４．２７３

７９，７３５，０００

　

ｉｒｏｏｏ’０００

　

１）０００’０００

　　　

０

２９，６１０，０００

　

１２１，２２３

２，５００，０００

４１，０４２′７４７

２３７′ｉ３４′０００

２７′４２４２７３

７９，７３５，０００

　

１’０００’０００

　

１００１０００

　

６３４，２６０

２９）６１０，０００

　　

１２１，２２３

２，６００，０００

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

９００，０００

１，２４６，５８４

　　

０

　　

０

　　

０

指定正味財産

指定正味財産

合

　　　　　　　　

計 １，７８０，８３４ ４１９，５６７，２４３ ４１９，２０１ー４９３ ２．１４６，ｌｉ８‐Ｉ

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、 次のとおりである。

内

　　　　

容 金

　　

額

経常収益への振替額

減価償却費計上による振替額 ６４６，８４５

合

　　　

計・ ６４６′８４５

：円）

７．資産１除去債務

　

本連盟は、事務所の定期建物賃貸借契約に基づき、事務所の退去時における原状回復に係る債務を有しているが、

　

当該債務に関連する貸借資産の使用期間が明確でなく、‐将来事務所を移転する予定もないことから、資産除去債

　

務を合理的に見積ることができないため、 当該債務に見合う資産除去債務を計上していない。

１９



附

　

属

　　

明

　　

細

　

書

１． 基本財産及び特定資産の明細

　

基 に財産及び特定資産の明細は、 財務諸表に対する注記２「基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」

　

に記載しているため省略する。

引当金の明細 （単位：Ｐｊ）

科

　　　

目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞与引当金

退職給付引当金

５，７７２，４３７

２７，５４６，１８９

６，２６５，５７５

５，６３ー，４８５

５，７７２，４３７

１，３４０，０００

Ｕ^

　

Ｕ^

　　

”^ｖ

　　

０

６，２５６，５７５

３１，８３７，６７４

２０



慰▲

　　

産

　　

旦

　　

録

　

令 和

　

４年

　

？

　

ｊ３

　

３１日

　

現 在

　　　　

貸借針

　　　

ー産；
照夫科目

　　　　

揚物・物”ｋ等 使用目的等 金

　　　　

額

流動資産合計
（固定資産）

基本財産

特定資産

その他固定資産

現金
普通預金

定期預金

未収金

商品

貯蔵品

前払金

前払費用

仮払金

定期預金

退職給付リ－当資産

国際競技会
準備資産

選手強化資産

ＳＡＪ強化・普及事業
積立資産

什器備品
建物
隣故装置
什器備品

ノフトウエア

電話加入権
商標摺
長期前払費用

長期性預金

差入保証金

現金手元有高
みず厭銀行渋谷支店
Ｈ鍋＝．・１

　　　　　

，」′′口
三菱Ｕ町銀行渋谷明治通支店
みずほ銀行渋谷支店

肖像使用料収益ほか

ハ．クシ．・リクヘ．ン・ルヂフ′ククほか

委嘱状ほか

海外遠征費用ほか

翌期事務所家賃、保険料ほか

届ｊｎ・労災保険料概算払

（定期預金）
みずほ銀行渋谷支店

（定期預金）
ニ菱ＵＦＩ信託銀行本店営業部

（定期預金）
三菱Ｕ町信耗銀行本店営業部

（定期預金）
三菱ＵＦＪ信託銀行本店誉楽都

（定期預金）
みず＊ま銀行渋谷支店

（定期預金）
みず懐銀行渋谷支店

テレワーク用ＰＣ、リモート用カメラ‐式
事務局内部設備
クー・スカントリーコース整備車（１台）
パソコンその他

会員、競技者登録統合システ人ほか

５本分
図形商標Ｎｏ．′１８７８４５３ほか
会貝、数技者、事務局員が使用する，ラｏｙシステム

（定期預金）
三菱ＵＦＪ信託銀行本店営業部

海外旅行包括予納金仏ＩＵ）ほか

　　　　　　　　　

仮

　　　　　　　　　　　　　　　

に

　　

に

　　　

金

　　　　　　　　　　　　　　　　　

の

　　　　　　　　　

邦

　　　　　　　

頻

　

頻

　

ふ獅

　

鰍

　　

α
％

　　　

勤

　　　　

｝

　　　

紛

鱗

醐

　　　　　　　

的

的

　

吻

　

圃
郷

　

ふ
山

　

畑

　　

鋤

　　　　　　　　　

べ
ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【口日

　　　　

日目

　　　　

剖

　

跡
綱
畑
闘

　　　　　

雌

縄

　

繊
瑚
鯛
－
－

　

蜘

　

蹴

　　　　　

か

　　

籍

　

閲

関

　

連

　　　　　　　　　　　　　　　

益

　　

益

　　　

班

　　

営

日

　　

…

　　　　　

目

　　　　

の

　　　　　

・フ

　

ほ

　　

害

　

に

　

に

　

理

　　　　　　

川

　　

ｍ

　　　

の

　　

用

　　

用

　　　

及

　　

運

】

　　

＝

　　　　　　　　　　

米

　　　

α

　　

碧

　　

品

　

繋

　

船

　　

、

　　　　　　

”

　　

／

　　

た

　　

、

　　

、

　　

に

管

　

皿

　　

ニ

　

ー

　

……

．
董

　

．－

；

・

－

三
！

嵐

　　　

零

　

・

　　

物

　

常

営

　

業

　　　　　　　　

．

　　

え

　

り

　

り

　　　

び

　　

勢

　　　　

品

　　

る

　

運

　

運

　

事

　　　　　　　　　　　　　

情

　

あ

　　

あ

　　　

並

　　

″

　　　　

一

　

物

　　

す

　

埋

　

理

　

益

　　　　　　　　　　　　　

に

　　

で

　　

で

　　　　　　

Ｇ

　　　　

０

　　　　

４

　

＾

　

１１

…

　　　

和

　

発

て

　　　　　　　

．

　

る

　　

関

　

管

　

管

　

収

　　　　　　　　　　　　　

払

　

産

　　

産

　　　

成

産

　　

産
産

　　

産

　

ぷ

　

産
令

　

開

　　

産

し

　　　　　　　

、

す

　　

に

　　

、

　

、

　

、

　　　　　

”

　　

〃

　　

支

　

附

　　

財

育

　

附

　

…

　

肘
財

　

帆
財

耐
▼
財

　　

綿

　

財

鰻

　　　

峨
剛

　

麟
麟
鞍
蝶

　　　

嗣

　

臥

　

輪

　

鮪

　

鮪

　

那

　

鮪
為
鮪
断
仰
附
－…鮪
裾
瓢

　

賄

資

　　　　　　　

的

　

業

　　

的

　

的

　

灼

　

的

　　　　　　

を

　　

を

　　

追

　

的

　　

的

　　　

化

　　

的

鶴
的
的

　

枯
営

　

”

　

的

ン

　

化

　　

的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金

　　

益

　　

の

　　

目

　　

目

　　　

強

　　

日
目

日
目

　

日
蓮

　

目
目
イ

強
金

　

自

転
上
上
上
上
益

　

墓

　　

益

　

益

　

益

　

益
分

　　　　　

川

　　

用

　　

員

　

益
用

　

益
川

　　

手

　　

益
益
益
丑

　

益
駆

　

益

　

益

　

メ

　

手
立

　

益

運

　

伺
同
同
同
公

　

収

　　

公

　

公

　

公

　

公
払

　　　　　

埋

　　

連

　　

職

　

公
使

公
使

　　

選

　　

公

　

公

　

公

　

公

　

公
管

　

公

　

公
ド

選
破

　

公

　　

１００’０００
２６ー，６２６，１２６

　

１，３５８′３１８

　

１一３１・１，７４７
１０．０００，０００

　

２′６２３′８６８

　

２，００９，９１７

　　

８３８，２３６

１８，７５３，２６９

　

２，２７２，０６２

　

１」１８３５１９

２９１，９７９一０ｌｉ１

２０，０００，０００

９０一０００，０００

３１，８３７，Ｇ７４

５０，０００，０００

２００，０００，０００

９０，０００，０００

２，６９４一５８３

　

１，０６４，２２０

　　　

１
６，６５４，６８９

３５，１４７，２３７

　

４２７，８００

　

１９１，７００

　　　　

５２１

１３４，９２６，０００

２０，９８０，６０２

公益目：；；；”

　　　　　

皿，呪一日的財産
公益日的保有財産
公益目的保有財産０４，靴

　

二

　

固定資産合計

　

６８３′９１４，９２７
資産合計 ９７５ー８９３′９ａ８

（流動負債）

未払金

米＃・費用
前受金

預り金

未払消費税等
未払法人税等

国内宿泊費用ほか
事務局・年金般儀ほか
海外遠征費用ほか

四谷税務署他
職員、コ→源泉徴収税ほか

四谷税務署
東京都新宿都税事務所

公益目的事業、収益事業、管理運営業務に関する来社・分
７月給与，・社会保険等未払分ほか
公益目的率梁に関する前受分

公益目的事業、管理運営業務に関する預り分

消費税等の未払計上分
法人住民税ほか未払晴上分

５」３０Ｇ，３８６
１０，２０３，８９５
２３，９８７一６８０

１，９７０，３００

も２リブ，２００

　

７０’０００

流動負債合計

　

三

　

Ｊｊるもの

　　　　　　　　　　　

”
，

　

●

　

…

　　　　

， ”…” …テ：六ｉｉ分
６２，０４０，９３６

退職給付引当金 職員に対するもの

　　　　　　　　　

職員の退職金支払に【繕えたもの ３１．８３７，６７４

　

．・・’

　　　　　　　　

▼

　

ｕ

　

”’

　　

３１，８３７′６７４
負債合計 ８３，８７８，６０９

　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　

ム

　　

＾ ８９２，０１β，３７

２１



独立監査 人の監査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和 ４ 年 ９月 ８日

公益財団法人全日本スキー連盟

会長

　　

勝

　

木 紀

　

昭

　　

殿

太陽有限責任監査法人

東京事務所

＜財務諸表等監査＞

監査意見

　

当監査法人は、 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 ２３ 条の規定に基づく監査に準じて、

公益財団法人全日本スキー連盟の令和３年８月１日から令和４年７月３１日までの令和４年度の貸借対照表、 損益計

算書 （公益認定等ガイドライン１－５（１）の定めによる 「正味財産増減計算書」 をいう。） 及び財務諸表に対する注

記並びに附属明細書について監査し、 あわせて、貸借対照表内訳表及び正味財産増減計算書内訳表 （以下、 これらの

監査の対象書類を 「財務諸表等Ｊ

　

という。） について監査を行った。

　

当監査法人は、 上記の財務諸表等が、 我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して、

当該財務諸表等に係る期間の財産及び損益 （正味財産増減） の状況を、 全ての重要な点において適正に表示している

ものと認める。

監査意見の根拠

　

当監査法人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。 監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「財務諸表等の監査における監査人の責任」 に記載されている。 当監査法人は、 我が国に

おける職業倫理に関する規定に従って、 法人から独立しており、 また、 監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、 この監査報告書の日付以前に当監査法人が入手した財産目録のうち意見の対象とされていな

い部分及びこの監査報告書の日付より後に当監査法人に提供されることが予定される事業報告及びその附属明細書か

ら構成される。 理事者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。 また、 監事の責任は、 その他の記

載内容の報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

　

当監査法人の財務諸表等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。 また、 表明する予定もない。

財務諸表等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、 通読の過程において、 その他の記載

内容と財務諸表等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、

そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　

当監査法人は、この監査報告書の日付以前に入手したその他の記載内容に対して実施した作業に基づき、当該その

他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求められている。

　

当該その他の記載内容に関して、 当監査法人が報告すべき事項はない。



財務諸表等に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、 我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して財務諸表等を作成し

適正に表示することにある。 これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表等を作成し適正に表示す

るために理事者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表等を作成するに当たり、 理事者は、 継続組織の前提に基づき財務諸表等を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に基づいて継続組織に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

財務諸表等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、 監査人が実施した監査に基づいて、 全体としての財務諸表等に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、 監査報告書において独立の立場から財務諸表等に対する意見を表明

することにある。 虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、 財務諸表等の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、 重要性があると判断される。

　

監査人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、 監査の過程を通じて、 職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

．

　

不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、 評価する。また、 重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、 実施する。 監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。 さらに、 意見表明の基礎となる十分かつ

　

適切な監査証拠を入手する。

・

　

財務諸表等の監査の目的は、 内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、 監査人は、 リスク

　

評価の実施に際して、 状況に応じた適切な監査手続を立案するために、 監査に関連する内部統制を検討する。

．

　

理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、 並びに理事者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

．

　

理事者が継続組織を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

　

づき、継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう

　

か結論付ける。 継続組織の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、 監査報告書において財務諸表等の注

　

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表等の注記事項が適切でない場合は、財務諸表

　

等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。 監査人の結論は、 監査報告書日までに入手した監査

　

証拠に基づいているが、 将来の事象や状況により、 法人は継続組織として存続できなくなる可能性がある。

・

　

財務諸表等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠して

　

いるかどうかとともに、 関連する注記事項を含めた財務諸表等の表示、 構成及び内容、並びに財務諸表等が基礎と

　

なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　

監査人は、 監事に対して、 計画した監査の範囲とその実施時期、 監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備

を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

＜財産目録に対する意見＞

財産目録に対する監査意見

　

当監査法人は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 ２３ 条の規定に基づく監査に準じて、 公益

財団法人全日本スキー連盟の令和４年７月３１日現在の令和４年度の財産目録 （「貸借対照表科目」、「金額」 及び「使

用目的等」 の欄に限る。 以下同じ。） について監査を行った。

　

当監査法人は、 上記の財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠してお

り、 公益認定関係書類と整合して作成されているものと認める。



財産目録に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、 財産目録を、 我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠するととも

に、 公益認定関係書類と整合して作成することにある。

監事の責任は、財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。

財産目録に対する監査における監査人の責任

監査人の責任は、 財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠しており、

公益認定関係書類と整合して作成されているかについて意見を表明することにある。

利害関係

　

法人と当監査法人又は業務執行社員との間には、 公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以

　

上



監 査 報 告 書

令和４年９月 １５日

公益財団法人

　

全日本スキ」連盟
会長

　　

勝木 紀昭

　　

殿

公益財団法人

　

全日本スキ」連盟

　　 　　　

　

　　　

監事

　

樽 中

　

毒 守 ④

監事

　

村 のっ玉 れ ◎

私たち監事は、公益財団法人全日本スキー連盟の、令和４年度（令和３年８月１日から
令和４年７月 ３１日まで） における業務及び会計について監査を行い、 その結果を次の通
り報告します。

１

　

監査の方法及び内容

　

（１） 業務監査について、理事会及びその他の会議に出席あるいはその審議事項につい

　　

て報告を受け、理事及び事務局職員等から業務の執行状況について聴取し、関係書

　　

類を閲覧するなど必要と思われる監査手続を用いて業務執行の妥当性を検討しま

　　

した。

　

（２） 会計監査について、会計帳簿の調査を行い、貸借対照表、正味財産増減計算書及

　　

び附属明細書並びに財産目録について閲覧など必要と思われる監査手続を用いて

　　

計算書類の正確性を検討しました。

２、 監査意見

　

（１） 事業報告等の監査結果

　　

①

　

事業報告書の内容は法人の状況を正しく示しているものと認めます。

　　

②

　

理事の業務執行の状況は適正であり、法令もしくは定款に違反する重大な事実

　　　

はないと認めます。

　

（２） 計算書類及び附属明細書並びに財産目録の監査結果
貸借対照表、正味財産増減計算書及び附属明細書並びに財産目録は、会計帳簿

の金額と一致し、 適正かつ正確に処理されていると認めます。


